
　「学校における主権者教育を推進するための指針」は、
主権者教育で身に付けさせたい力や指導方法等を示すこと
により、国家・社会の形成者としての資質や能力を育み、学校
における主権者教育を推進することを目的としています。
また、ハンドブック『私がかわる「社会（YONONAKA）」
がかわる！私がかえる「社会（YONONAKA）」をかえる！

はじめの一歩!!』は、高校生が主体的
に社会の形成に参画しようとする意欲・
態度を育成することを目的として
います。各学校においては、これらを
積極的に活用し、主権者教育について
の共通理解を学校全体で図りながら、
家庭・関係機関等と連携することで
主権者教育のより一層の推進をお願い
いたします。

　いよいよ来年度（平成30
年度）から、小学校及び特別
支援学校小学部は、「特別
の教科　道徳」（道徳科）が
全面実施されます。「特別の
教科　道徳」（道徳科）では、
児童の発達の段階に応じ、
答えが一つでない道徳的
課題を一人一人の児童が自分
自身の問題として捉え、向き
合う「考える道徳」「議論する道徳」への質的転換を
図るものです。
　「道徳の手引」を活用し、道徳教育の理解を
さらに深め、授業における工夫改善をお図りくだ
さい。

主権者教育の指針、ハンドブックの活用 道徳の手引の活用

　教育長の美馬でございます。教職員のみなさんには、学校における教育活動はもちろん、
PTA活動や地域活動など様々な活動を通じて徳島の未来を担う子どもたちの育成に日々
御尽力いただいておりますことに、心より感謝申し上げます。
　
　さて、本年4月に、徳島県では新たに2つの条例が施行されました。1つは「徳島県読書
活動の推進に関する条例」です。読書は言わずもがな、思考力を養い、想像力を育むと
ともに、他者の様々な体験を通して人生を豊かにする素晴らしい活動です。しかしながら
最近では、スマートフォンやインターネットの普及により、本や新聞などまとまった文章を
精読する習慣が薄れてきているように思われます。県立図書館開館100周年にあたる
今年、本県の子どもたちがより読書に親しみ、豊かな人生を送ることができるよう、県民
総ぐるみで読書の習慣化を推進していきましょう。
　
　もう1つは「とくしま藍の日を定める条例」です。徳島の豊かな文化を象徴する阿波人形浄瑠璃や阿波踊りは、江戸
時代に栄えた藍の富によってもたらされたことはよく知られています。また、その藍で染められた藍色が、2020年東京
オリパラのエンブレムに「ジャパンブルー」として採用されたことは記憶に新しいところです。本条例では「本県の藍に
関する文化の継承及び産業の振興を図り、合わせて国内外に向けたその魅力の発信に資する」ため、7月24日を「とく
しま藍の日」に定めると同時に、7月を「とくしま藍推進月間」としています。この条例の施行を機に、藍を始め、郷土の
歴史、文化を次世代にしっかりと伝えていきたいものです。
　
　最後に、今年の3月に小学校次期学習指導要領が公示され、いよいよ平成32年度の小学校を皮切りに中学校、高等
学校と順次新学習指導要領が施行されます。まさに未知の時代を生きる子どもたちに必要な力とは何か、それを次期
学習指導要領の中からしっかりと読み解き、綿密に教育計画を立てる必要があります。県教育委員会としても、研修や
相談を通じて教職員のみなさんのニーズにしっかりと応えてまいりたいと考えています。
　
　平成29年度が教職員のみなさんにとって充実したよき年でありますよう祈念しております。

教育長からのメッセージ

徳島県教育委員会
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教
育
課
程
の
概
要

前期課程 後期課程
1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 6学年

週33時間 週35時間

前期課程3年分の学習
（英・数・国・理・社）

後期課程の先取り
学習（英・数・国・理・社） 単位制を生かした習熟度別授業の実施

●語学学習：前期課程において公立中学校の1.5倍以上の英語の授業時間を確保
●進路学習：6年間一貫して将来の進路を考えるキャリア教育科目「未来設計」の設定
●特別活動：リーダーシップや協調性を育成する異年齢集団による学校行事

●めざす生徒像……『科学に対して強い興味や関心を持ち、将来、徳島や日本の発展に貢献
　　　　　　　　　するチャレンジ精神の豊富な人間力の高い生徒』

●教育の特色………◦理科の全分野（物理・化学・生物・地学）を履修
　　　　　　　　　◦大学、企業等との連携による「課題研究」の実施
　　　　　　　　　◦ドイツ姉妹校との理系分野における協働学習

●めざす進路………情報、理、工、農、医療、環境など幅広い理系学部への進学

基礎期 充実期 発展期

　学力面のリーディングハイスクールとして本県の中等教育を牽引する城ノ内中学校・高等学校の更なる飛躍を図るため、
本県初の「中等教育学校」へ移行します。「城ノ内中等教育学校」（仮称）の概要は次のとおりです。

　多様な理系分野の大学・企業が立地する本県の特性を生かした地方創生の実現に向け、
城北高等学校へ「理数科学科」を新設します。「理数科学科」の概要は、次のとおりです。

　設置後は、徳島の産業活性化を担う人財を育成するため、「ICT」や「防災」、「環境」等の多様な課題研究の実施や、
大学・企業で活躍する若手研究者との交流など、科学技術分野の知識や技術を大きく伸ばす理数教育に取り組みます。

　設置後は、グローバル社会のリーダーとして活躍する人財を育成するため、より充実した先取り学習や語学学習の実施、前期課程からの大学
オープンキャンパスへの参加など、計画的・継続的な6年一貫教育の強みを最大限に生かした教育活動に取り組みます。

●開校年度　平成32年度
●学級数　　4学級
●移行計画
①平成30年度中学入学生から中等教育学校への移行
を前提として募集します。
②平成30・31年度に城ノ内中学校に入学した生徒は、
平成32年度に中等教育学校へ転学し、中等教育学校
の生徒として卒業します。

＊ なお、募集定員・入学者選抜については、「平成30年度徳島
県立中学校生徒募集選抜要項」（7月下旬）で公表します。

●教育方針
　高い志をもって社会の平和と発展に貢献できる人材の育成
　～豊かな人間性、国際性、創造性を育む中高一貫教育～
●教育の特色
◦6年間を見通した先取り学習・習熟度別授業の実施など、学業に専念
　できる教育環境を実現
◦ハイレベルな語学力や国際教養など、グローバル社会に求められる
 資質・能力を養う教育の推進
◦「芸術・文化・スポーツ」など、多様な個性や能力を伸ばす特別活動の実施

●めざす進路
　「難関大学･学部」、「スーパーグローバル大学」への進学

城ノ内中学校・高等学校が『中等教育学校』に移行します！

移行の概要 教育の概要

平成32年
4月開校

城北高等学校に「理数科学科」を新設します！
平成30年
4月開設

充実した
数学・理科

教育!

課題研究&
キャリア

教育!

全教科の
アクティブ
ラーニング!

県内唯一!



平成29年度  新規事業紹介

阿波っ子“いきいき”未来応援プロジェクト
いじめ・不登校等の未然防止、
早期対応に向けた取組として

これまでの取組に加えて、今年度新たに、阿波っ子“いきいき”未来応援プロジェクトとして

スクールカウンセラー

                 の配置拡充

より困難な事例に関しては・・・・
学校問題解決支援チーム

阿波っ子スクールサポートチーム
　　　　　　　 の派遣

相談活動の充実と隙間のない支援の展開

専門家と協働し、子どもの心に寄り添う相談体制の充実強化に努めています。

☆スクールカウンセラーを県立学校2校と徳島市適応指導推進
　施設に各1名を週5日配置
☆県内8地区にスクールソーシャルワーカーを派遣

すべての子どもが安心して学校生活が送れるよう積極的な活用をお願いします。

3
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小学校英語教科化に対応した「デジタルコンテンツ」作成
 ●4大モチーフである「阿波藍」「阿波人形浄瑠璃」「阿波おどり」
「ベートーヴェン第九」に加え、徳島の食文化、観光などの英語
デジタル補助教材を作成　全小中学校に配布
 ●小～中学校の英語授業で活用

ふるさと徳島の魅力を英語で学び、グローカル人財を育成する
平成32年度からの英語の早期化・教科化に対応

（小3～「外国語活動」、小5～教科「外国語」）

『エシカル消費』リーディングスクール事業

県内の高校を牽引する学校をリーディング
スクールとして指定します。
主な取組

 ●伝統技法や地元食材を活用した安全
安心な「エシカル商品」の開発
 ●開発した商品を企業等の見本市に　
出展したり、商業施設や地域イベントで販売

高校における『エシカルクラブ』推進事業

今後3年間ですべての高校に「エシカル
消費」を研究・実践する組織である
「エシカルクラブ」 を設置します。

 ●学校の特色に応じた活動を地域等と
連携して実施
城南高等学校、城北高等学校、
徳島商業高等学校、小松島西高等学校、富岡東高等学校、
阿南工業高等学校、那賀高等学校、板野高等学校、川島高等学校、
つるぎ高等学校、池田高等学校、池田高等学校三好校

持続可能な社会の実現に向けて、主体的な行動ができる消費
者力の育成を図ります。

1 学校全体で取り組むポジティブな行動支援
 学校全体で共通の「望ましい行動」を
 育てる取組です。（研究指定：東みよし
 町立加茂小学校）
2 教員による「自律型学習教材」の開発
 学びにくい子どものつまずきに応じた
 学習教材を教員が作成する取組です。

3 専門家による学校コンサルテーション
 大学教員等の専門家と連携し、子どもの
 学習や行動を改善する事例研究を行います。
4 教員用e-ラーニングの開発と活用
 全ての教員が特別支援教育について、
 いつでも、どこでも学べるWeb教材を
 作成、公開します。

学校が変わる！「ポジティブな行動支援」事業

先進とくしま「世界とつながる英語力」育成事業

4
つ
の
取
組

生徒の英語能力判定テスト
 ●全学年（中1～高3）で実施
 ●英検級レベルで生徒の英語
力及び英語力の伸びを把握・
検証・分析

授業・指導改善の
PDCAサイクルへ役立てる

教員の英語力向上事業
 ●国が示す「英語教員に求めら
れる英語力」である英検準1
級程度以上の資格取得促進
 ●全教員の取得を目指す

生徒が生きた英語に
触れる機会を充実させる

「ポジティブな行動支援」とは、問題行動が起きる前に積極的に、
子どもの「望ましい行動」をほめて育てる指導方法です。

12校決定

「GO! GO! エシカル」わくわく徳島プロジェクト「GO! GO! エシカル」わくわく徳島プロジェクト

扌教員による共通目標の話し合い
正しい挨拶を具体的に➡

城西・吉野川
高校に決定
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　文部科学省は、学校教育における教育実践等に顕著な成果をあげた教職員につい
て、その功績を表彰するとともに広く周知し、あわせて我が国の教職員の意欲及び資質
の向上に資することを目的として、文部科学大臣優秀教職員表彰を実施しており、平成
28年度は、全国で770名の教職員と24の教職員組織が表彰されました。

　本県公立学校関係では、次
の8名の方が表彰され、平成
29年3月21日に徳島県庁に
おいて表彰伝達式が行われ
ました。
　今後とも、教育に対する情
熱と力量を遺憾なく発揮さ
れ、他の教職員の目標となる
存在として、ますます御活躍さ
れることを期待しています。

コンプライアンスの推進について
　県教育委員会では、昨年相次いだ
わいせつ事案を受けて、若手・中堅
の教職員を委員とする「不祥事根絶
対策タスクフォース」を昨年12月に
設置し、わいせつやセクハラ行為が
生じる要因の分析や、根絶に向けた
有効な取組などについて議論を
重ねていただきました。その提言が
3月29日、県教育委員会に提出され
ました。
　提言は、「教職員一人一人として」、
「同僚として」、「学校として」、「教育委員会として」の4つの視点のもと、それぞれの
立場に立って「取り組むべきこと」 や、「取り組んでほしいこと」がまとめられており、
様々な場面ですぐに実践できる取組も多く盛り込まれております。
　各学校（所属）において、示された具体的提案を尊重していただき、実情に応じた
研修・啓発活動に取り組むようお願いします。
※Ｗｅｂサイト「コンプライアンス研修のページ」を活用いただくと共に、御質問等が
 あれば当室までお気軽に御相談ください。

●「コンプライアンス研修のページ」
　URL　http://compliancetraining.tokushima-ec.ed.jp

（徳島県教育委員会コンプライアンス推進室　TEL.088－621－2773）
徳島県読書活動の推進に関する条例

平成２９年４月１日施行
　県民の読書活動の推進に関し、基本理念を定めるとともに、読書
活動の推進に関する必要な事項を定めることにより、県民の読書
活動を推進し、もって県民一人一人の心豊かな生活と活力ある
社会の実現に資することを目的として制定された「徳島県読書活動
の推進に関する条例」が施行されました。
　徳島県教育委員会では徳島県立図書館100周年「知の拠点」事業
をはじめ、高校生のための「読み聞かせ講習会」など読書に親しむ
新たな事業に取り組みます。各学校におかれましても、読書習慣の
定着に向け「子どもの読書活動」のさらなる推進に御協力ください。
●条例URL　http://www.pref.tokushima.jp/docs/2017042200013/files/jyourei.pdf

働きやすい職場づくりとワークライフバランスの推進について
　徳島県教育委員会では、活力ある働きやすい職場づくりとワークライフ
バランスの実現を目指して、教員一人ひとりが高いモチベーションの下、
持てる力を発揮できる環境を整えていくため、職場ぐるみの業務改善取組
とともに、家庭と仕事の両立支援制度の活用を推進しているところです。
業務改善取組
　各学校の業務改善取組を県教育委員会に報告いただき、優れた事例
を表彰するとともに、ホームページ等で公表し、情報共有を図ります。
主な両立支援制度
　親になることがわかったら、できるだけ早い時期に上司に報告し、
休暇・休業制度を活用しましょう。

 ●育児休業（3歳未満の子を養育する教職員に認められる休業。
配偶者の状況に関わらず短期間でも取得可。）
 ● 子の看護休暇（中学校就学前の子を養育する教職員に与えられる休暇。年5日取得可。）
 ● 配偶者出産休暇（妻の出産に伴う入退院の付添い等を行う男性
職員に与えられる休暇。）
 ●育児参加休暇（当該出産に係る子又は小学校就学の始期に
達するまでの子を養育する男性職員に与えられる休暇。）

平成28年度文部科学大臣優秀教職員表彰について

委員の代表から美馬教育長へ「提言」が手渡されました

●大知　　大　教諭
 （徳島市福島小学校）
 実践分野：学校運営の改善

●大櫛美由紀　教諭
 （吉野川市立上浦小学校）
 実践分野：特別支援教育

●喜多とよみ　主幹教諭
 （東みよし町立昼間小学校）
 実践分野：学校運営の改善

●豊田　佳男　主幹教諭
 （徳島市徳島中学校）
 実践分野：部活動指導

●宮田　和代　教諭
 （阿南市立那賀川中学校）
 実践分野：学習指導

●冨士　和美　教諭
 （徳島県立吉野川高等学校）
 実践分野：特別支援教育

●山田　美香　教諭
 （徳島県立穴吹高等学校）
 実践分野：学校運営の改善

●藤本　豊春　指導教諭
 （徳島県立池田支援学校）
 実践分野：学習指導

（役職・学校名については、平成28年度当時です。）

新教育委員の紹介
辻
つじ

　　貴
たか

博
ひろ

  氏
任期
平成28年7月22日～
平成32年7月21日
貞光食糧工業株式会社
代表取締役社長

藤
ふじ

本
もと

　宗
むね

子
こ

  氏
任期
平成28年10月26日～
平成32年10月25日
有限会社アットホーム藤本
材木店　取締役

平成28年度文部科学大臣優秀教職員表彰伝達式


